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論 文 要 旨       

 

 

所属ゼミ 清水勝彦ゼミ 氏名 中戸川 靖 

（論文題名） 

 

妻をターゲットにした夫のいびき解消アプリの提案 

 

（内容の要旨） 

高血圧、脂質異常症、糖尿病といった多くの生活習慣病患者が、生活習慣の改善指導を受けてい

る。しかし、長い歳を経て蓄積された今までの生活習慣を変えることは難しく、服薬治療に頼らな

いでよくなるケースは非常にまれである。このような中で、若いうちに生活習慣を改善することで

生活習慣病になることを未然に防げる仕組みがあれば、個人の健康リスクは下がり、将来の医療費

負担も軽くなるだろう。そこで、本研究では、生活習慣病そのものではないが、生活習慣病に密接

に関連しているいびきについて取り上げた 

 

日本人のいびき人口は、2000万人ともいわれているが、本人に自覚がないケースは少なくない。

また、いびきは、本人の睡眠の質の低下を引き起こすだけではなく、同居人がいて寝室が同じとい

った場合は、その同居人にも健康的に悪影響を与えていることが多い。いびきは、軽度のものや一

過性のものもあるが、中には、重症化している場合や、眠時無呼吸症候群によるものもあり、これ

らは、睡眠の質の低下を招くだけでなく、早朝の頭痛や、集中力の散漫、昼間の過剰な眠気などと

いった生活の質の低下を引き起こし、仕事だけでなく生命に支障がでることもある。また、重度の

いびきが見られる睡眠時無呼吸症候群は、心血管イベントリスクの上昇やうつ病や ED を合併する

リスクが上昇するというデータも報告されている。さらには、同居人とりわけ配偶者の睡眠障害を

引き起こし、配偶者の生活の質を低下させるだけでなく、夫婦の不和につながり離婚する確率が高

いといった報告も挙げられている。 

 

本研究では、20 代から 40 代でいびきをかいている既婚の成人男性の妻にターゲットを設定し、

夫のいびきを解消することを支援するスマートフォンアプリによって、妻の夫への悩み、不満を解

消するビジネスプランを提案する。既存のいびきアプリではいびきをする本人が使用するアプリで

あり、自分がいびきをしているといった自覚のある人にしかアプローチできていない。多くの人が、

自分がいびきをかいていることに無自覚のままで、妻やこどもに無意識に迷惑をかけている。この

問題を既存のアプリでは解消しえないのだ。 

 

本アプリは、既存のアプリのようにいびきをかいている本人にアプローチするのではなく、実際

に騒音によって被害を受けている妻へアプローチし継続する仕組みを構築することで、妻のやる気

を維持させながら、夫の行動変容を促し、いびきを解消するのに役立つという特徴を持つ。また、

本来自分一人では、なかなか生活習慣を変えられない人が多い中で、夫婦で解消していくところが

既存のアプリとは異なる点である。 

 

また、夫のいびきによる妻の睡眠への悪影響は、妻の健康問題だけでなく夫婦の寝室別居や離婚

といった夫婦不和にもつながるとう研究報告がある。本アプリによって夫婦で解決すべき問題とユ

ーザーに認識して貰うことで、夫婦平和にたいしても好影響を与える可能性を秘めている。 

 

今後、いびきだけでなく、スマートフォンの技術革新によって夫の肥満や匂いの問題などに対し

ても、本ビジネスモデルが応用できる可能性がある。 

 

以上 
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１、 問題意識 

 

 これまで、筆者は製薬会社の医薬情報提供担当者として、宮崎県宮崎市、日南

市、神奈川県逗子市、葉山郡、横須賀市、藤沢市と地方の田舎から都会近郊の開

業医および中小規模の病院を合計 10年担当してきた。担当した主な処方せん医

薬品の対象疾患は、高血圧症、脂質異常症、Ⅱ型糖尿病といった生活習慣病疾患

が多かった。これらの疾患は、その名の通り運動や食事などといった日々のライ

フスタイルと加齢によって引き起こされることが多い疾患である。このような

疾患に対しての治療薬の情報提供をしてきたが、これらの薬は多くの場合、完治

させることは難しく、患者は長い間服用し続けることになる。 

 

 こういった状況の中で、自社の医薬品を医師に処方して貰い最終的に患者に

届けることで利益を上げ社会貢献をする MR のやりがいよりも、人々が生活習

慣病と診断され服薬生活を続ける前の段階で生活習慣を改めることによって、

できるだけ薬に頼らずに健康な生活を送ることに貢献できないかと考えるよう

になった。さらに、慶應ビジネススクールにて、医療関連の授業に取り組むうち

に、生活習慣病予備軍の人々に生活習慣を変えることによってビジネスを成り

立たせるにはどのようなプランが適しているのかを考える機会が多くなり、今

までにはないビジネスプランを考えることにした。 

 

  

 

２、 本研究の目的と意義 

 

 現在、生活習慣病に関する対策は、医療現場において活発に行われている。そ

こで、生活習慣病関連の問題の中で、医師にかかる前の患者予備軍の人々に行動

変容を促すことで医師にかからずに済むような疾患や症状に対象を絞り、既存

にはないビジネスモデルを提案することを目的とする。 

 

 生活習慣病の引き金となる大きな原因の一つに肥満がある。肥満は、食事や運

動をすることで改善することができるが、実際には日々の生活習慣の蓄積によ

ってなるものであり、健康診断や医師のアドバイスによってすぐに生活習慣を

変えることはなかなか容易ではない。肥満によって引き起こされる高血圧や脂

質異常、血糖値の上昇などは、本人の自覚症状がなく検査の時に判る。そして本

人が自覚するほどの症状が出てくるころには、医師による治療が必要とされ多
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くの場合薬が処方されることになる。そして、多くの患者が、生活習慣の改善に

よって服薬が不要になることはなく、服用し続けることになる。このような状態

になる前に、30代、40代といった若いうちに生活習慣をかえることによって未

然に防ぐことは、本人の健康の為だけでなく、治療による経済的負担を減らすこ

とと、家族の幸せを築くうえでも重要なことである。 

 

本研究では、症状が軽いうちに軽度の行動変容によって、将来の大きな健康上

のリスクを回避することができる疾患に対象を絞った。そして、日々の生活習慣

を変えるために、有効な仕組みを構築することに焦点をあてた。その理由として、

すでに健康への意識が高い人は、自発的にランニングやジムに通い食事にも気

をつけていることが多く、積極的なアプローチは不要であるとともに少数派で

ある。つまり、本研究の重要な解決すべき課題は、まだ自分が健康体だと自分を

過信している人々や、健康への意識が低い人々にこそ、その意識を変えて行動変

容を促し将来の生活習慣病の発病リスクを軽減することにある。 

 

現在、このような人々をターゲットにして、健康になる食事の方法、運動方法

などが各メディアによって推奨されており、健康食品、スポーツ関連グッズ、ジ

ムなどがビジネスとして実際に成り立っている。そういった現状の健康ビジネ

スの中で、比較的取り組まれておらず、かつ潜在的なニーズがある症状を調査し

たところ、いびきがこの条件にマッチした。 

 

いびきは、寝ているときにするので、本人の自覚が伴わないケースが多く、放

置されることで症状が悪化し、昼間の睡魔や、集中力の散漫といった生活に支障

がではじめて治療に取り組むことが多い。また、いびきをかいている本人よりも

同居人（とくに配偶者）から、本人に気づきを与えることで発覚するケースが多

い。しかし同居人からの指摘によって、いびきをかいていることに気付かされた

としても、いびきが健康へ与える悪影響の判断や、相手に与えている迷惑の大き

さを判断することが難しいため、そのまま放置されることが多い。さらに、いび

きの騒音によって相手の睡眠の質を下げてしまうことで、相手の健康にも悪影

響を与えることになるのだ。 

 

また、いびきを引き起こす原因の主なものに肥満があり、いびきによって睡眠

不足になり、またこの睡眠不足が肥満を引き起こすといった悪循環が起こる。い

びきの重症化したものの中には、睡眠時無呼吸症候群といった疾患があり、睡眠

の質が著しく低下し、昼間の過剰な睡魔や意識消失といった重大な問題を引き
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起こすことがある。さらには、高血圧を引き起こし、しいては心臓病や脳卒中な

どの命に関わる大きな病気を引き起こす可能性があることも報告されている。 

 

以上のように、いびきは、日常的な生理現象だと軽んじられて、かつ本人がな

かなか気づかないという一面をもつが、放置するとおおきな健康被害につなが

る可能性があるということに着目し本研究の対象とする。 

 

 

３、 いびきについて 

 

 日本におけるいびきをする人口は約 2000万人と言われている。そのなかでも

成人男性においてはその 24％が、成人女性においては 10％がいびきをすると言

われているi。 

 

いびきとは睡眠時の呼吸に伴う雑音のことである。睡眠中は全身の筋肉が緩

み、舌を含むのどの周りの筋肉も緩む。寝ることで重力が下に落ち込み、気道が

より狭くなり、そこに空気が通ると周囲の組織が振動していびきが起こる。 

 

いびきには、2つの種類がある。 

＜単純性いびき＞ 

鼻づまりや疲労、飲酒、風邪などが原因の一時的ないびき。原因を取り除けばい

びきは解消する。 

＜睡眠時無呼吸を伴ういびき＞ 

常時いびきがあり、他人から指摘されるほどの騒音。放置しておくと睡眠時無呼

吸は悪化し、様々な重病を合併し、交通事故を起こしやすくなります。生存率、

つまり寿命にも関係するといわれている。 

 

睡眠時無呼吸症候群（Sleep Apnea Syndrome 以下 SAS）とは、睡眠中に呼

吸が停止する状態（無呼吸）や止まりかける状態（低呼吸）が何度も繰り返され

る病気である。一般に、無呼吸・低呼吸が 1 時間に 5 回以上認められ、呼吸が

止まるたびに脳が短時間覚醒するため、眠りが浅くなる。そのため、起床時の頭

痛、日中の強い眠気や疲労感、集中力・記憶力の低下などの自覚症状が現れる。

その他の症状としては、不眠、夜間頻尿、寝相が悪いなどがある。SAS の原因

は、肥満による首回りの脂肪の沈着、扁桃腺肥大、アデノイド、気道へ舌が落ち

込む、舌が大きい、鼻が曲がっているなどが挙げられる。欧米人では肥満者が多
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い一方、日本人ではやせ型の患者さんも多いのが特徴である。これは、顎が小さ

いという骨格の影響があるといわれている。ii 

 

医学的には睡眠時呼吸障害（SDB）があり、その中に閉塞性睡眠時無呼吸症候

群（OSAS）がある。精神的な原因による睡眠障害に対して従来は精神科が対応

していたが、近年、睡眠時無呼吸症候群（SAS）は耳鼻咽喉科、呼吸器科、循環

器科が対応している。睡眠時の気道の閉塞によるいびきや無呼吸を、耳鼻咽喉科、

呼吸科が対応するだけでなく、近年では心血管疾患と睡眠時無呼吸症候群が密

接に関わりあっていることがわかり始め循環器科でも対応するようになった。iii 

（図 1、図 2） 

 

図１） 
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図 2） 

 

また、いびきは自分だけでなく周囲の大切な「睡眠の質」も下げてしまい、互

いに「ストレス」になることもあり喧嘩や別れ話に発展してしまう可能性がある。

そして「ストレス」はあらゆる病気の原因にもなりえる。つまり、「いびき」に

よって「ＱＯＬ（生活の質）」が下がり、「ストレス」が蓄積し長期化することで

病をひきおこすという可能性があるといえるだろう。 

 

≪主な原因とその対策方法≫ 

いびきをひきおこす主な原因とその対策を記すiv。 

【原因】 くび周りの脂肪が多い 

【対策】 肥満体型の方は、のどの脂肪により睡眠時に気道が圧迫されるため、

うまく呼吸ができずにいびきが発生してしまうが、ダイエット（痩せ

る）によって脂肪を落とすことで、いびきがなくなることもある。 

 

【原因】  仰向けで寝ている 

【対策】  舌や咽頭扁桃（アデノイド）が大きい人、口蓋垂（のどちんこ）が長

い人が仰向けで寝ると、上気道が狭くなりいびきをかきやすくなる

ので、横向きで寝る習慣をつけることが推奨される。主に枕を変えた

りすることが多い。 

 

【原因】 寝る前にお酒を飲む 

【対策】 過剰な飲酒によるアルコール摂取は、筋肉を弛緩し舌が落ちこむこと

で気道が狭くなりやすいので、いびきをかきやすい状態になる。また、

酸素を多く得ようと口呼吸になりやすく余計にいびきをかきやすく



7 

 

なる。休肝日や寝る直前には飲まないなど、適度な飲酒に留める。 

 

【原因】 疲れやストレスがたまっている 

【対策】 身体が疲れてストレスを感じると、多くの酸素を取り込もうとするた

め口呼吸になりやすく、結果としていびきをかきやすい状態になっ

ている。ストレスは溜めこまない、適度な運動などでストレス発散を

心がける。 

 

【原因】  鼻炎など鼻が詰まっている 

【対策】   風邪やアレルギー性鼻炎、副鼻腔炎などによる鼻づまりや鼻腔の炎

症によってもいびきは発生する。また、鼻腔を左右に分ける鼻中隔

が曲がっている鼻中隔弯曲症（びちゅうかくわんきょくしょう）の

場合も考えられるため、医療機関できちんと原因を調べ適切な治療

を行うことが推奨される。 

 

【原因】 睡眠薬を服用している 

【対策】 睡眠薬や安眠剤を服用すると、飲酒の時と同様に筋肉が緩くなり、舌

が落ちこむことで気道を塞ぎやすくなる。仰向けで寝ないなど寝る

向きに気をつけるほか、医師に相談し適切な対処を行う。 

 

以上、主な原因と対策を下記（図 3）にまとめる。 

 

図３） 



8 

 

 

４、 夫のいびきが妻に与える影響 

 

いびきは、睡眠中に音を出すという特性から、本人がいびきをしている際の自

覚はないが、悪化するにつれ本人の眠りの質の低下を招き、その結果、日昼の

QOLを下げるだけでなく、同居者にも迷惑をかけ、同居人の QOLを低下させ、

健康被害を及ぼすことがある。そこで、いびきが同居人、とりわけ配偶者（妻）

に与える影響についての先行研究を調査した。 

 

論文Ⅰ 

『重度のいびきが女性の生活に与える悪影響v』 

夫のいびきによって妻に引き起こされる健康被害には、朝の頭痛、昼間の過剰

な眠気が報告されている。vi また、睡眠時無呼吸による夫のいびきは、夫婦不

和をより大きくし、離婚率を上昇させることが報告されているvii。スウェーデン

で行われた夫のいびきが妻の生活に与える影響を調べた研究を紹介する。 

＜対象グループ＞ 

患者グループ①  閉そく性睡眠時無呼吸症群の疑いのいびき患者の妻で 

30歳から 64歳の 304名。 

 

一般グループ②   30歳から 64歳の妻 728名 

サブグループ②-1 30歳から 64歳の妻で夫のいびきが有る人 203名 

サブグループ②-2 30歳から 64歳の妻で夫のいびきの無い人 525名 

 

＜結果＞  

 患者グループの 26％の寝室は、別室であった。一般グループでは 11％が別

室であった。患者グループ①の妻は、一般グループに比べると、約 2 倍の頻度

で、睡眠導入時の問題、睡眠時の問題、昼間の疲労感、眠気が発生していた。 

患者グループ①の妻は、一般グループの妻に比べ、寝起きに不快を示し、朝の頭

痛の頻度は 1.6倍であった（Table1-1）。また、一般サブグループ②-1とサブグ

ループ②-2 でも差異がみられた。いびきのかく夫をもつ妻は、いびきのかかな

い夫をもつ妻に比べ、不眠症状による影響を 3倍以上受けた。眠気と疲労度は 2

倍以上であった。起床時の不快さは 2.5倍、朝の頭痛は 1.7倍であった（Table1-

2）。 

患者グループ①で寝室が夫婦別室のサブグループと、同室のサブグループは、

いびきのかかない夫の一般グループ②-2に比べ、ともに健康被害を受けている。



9 

 

つまり、程度の差はあるものの別室にしてもしなくても妻の健康は損なわれて

いるのだ。この研究は、夫のいびきは妻の健康を脅かすことを示している。 
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論文Ⅱ 

『中年女性の多民族サンプルにおいての夫婦間の幸せと睡眠障害viii』 

 

離婚した人は、特に女性において、結婚を継続している人よりも睡眠障害を患

っている確率が高いとの報告があった。しかしながら、夫婦間の関係の質と睡眠

の間に関係があることはあまり知られていない。そこで、中年の女性の複数の地

域と民族間においての夫婦間の幸せと睡眠障害の自己診断の関係を調査した。

（Table. 4）その結果、夫婦間が幸せな女性ほど睡眠障害を報告した人は少なか

った。また、アフリカ系アメリカンの女性よりもコーカサス人の女性の方が、こ

の傾向は顕著であった。(Table.5) 
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Table.4 

 

 

Table.5 

 

 

 

５、 仮説とターゲッティング 

 

いびきは、自分では気付きにくく放置すると自分の健康面だけでなく、妻の健康

面および夫婦の幸福度にも悪影響を与える。このいびき問題を解消するには、い

びきをしている本人に直接アプローチするのではなく、ターゲッティングを妻

にして妻の不満を解消する為にいびき本人のいびきを解消させるほうがより効

果的ではないだろうか。 
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 この仮説に基づき、ターゲッティングを妻にし、夫のいびきを解消させるアプ

リを活用したビジネスモデルを提案する。 

 

近年、いびきを自分で解消する方法は前述した方法のほかに、スマートフォン

のいびき対策アプリが複数ある。主に二種類に分けられる。一つは、本人が寝て

いる間の音声を録音し、録音データを後で聞く、又はグラフ化されたものを見て、

自分のいびき度合いを自覚することで、本人のいびき解消への意識を啓発させ

ることを目的としたアプリがある。もう一つは、いびきをかいた一定の音量にア

プリが反応し、携帯の音、振動による軽度の刺激を本人に与えることでいびきを

止める仕組みである。これは、いびきをかいている人に、本人が起きない程度の

声で話しかけたり軽くゆすったりすることでいびきが一時的にとまるという現

象を利用しているアプリである。 

これらの数種類のアプリを下記の表にまとめた（表 1）。 

 

表 1） 

 

 

〇いびき録音管理アプリ 代表アプリ『いびきラボ』 

現在、いびきラボが、もっともダウンロードされているいびきアプリであり、ス

マートフォンへのダウンロードは無料で、追加機能を使用する際に料金が発生
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する仕組みとなっている。具体的な使用方法は、下記の通りである。 

手順① スマートフォンに無料ダウンロードする。 

手順② 就寝時に、スマートフォンを充電コードにつなげてアプリを立ち上 

げスタートボタンをおしてスマートフォンの背面を天井側にむけて

集音マイクを自分の顔の方向に配置して寝るだけ。 

手順③ 翌朝、起床時にアプリを操作し録音を止める。 

 

特徴① いびきのデータがグラフ化されて視覚的に回数や量が明示される。 

特徴② 独自のいびき検出アルゴリズムによって検出精度を上げている。 

特徴③ 数日のデータを蓄積することで、自分のあくびの傾向がわかる。 

特徴③ 飲酒の有無を入力でき、飲酒とあくびの関連の有無がわかる。 

特徴④ いびき対策をした内容が記録でき、効果があったかを判定できる。 

 

難点① 数日連続で録音するには、有料課金を払う必要がある。 

難点② アプリ自体の容量が大きく、録音データ自身もメモリーを消費する。 

 

他のいびき録音アプリは、いびきラボの簡易版といった仕様である。 

収益モデルとしては、ダウンロード無料＋追加料金、ダウンロード無料+広告収

入、ダウンロード自体に課金が発生するタイプのアプリがある。 

 

〇いびき解決アプリ 

このタイプのアプリは、ダウンロードは基本的に無料なものが多い。収益はアプ

リ上に表示される広告収入や、追加機能による課金、または広告非表示するため

の課金制度を設けている種類がある。 

手順①就寝時に枕元にスマートフォンをおいてアプリを起動して寝る。 

機能①アプリが一定レベルの音量のいびきを検出し、バイブが震える、軽度な音

声が鳴るといったスマートフォンから持ち主への外的刺激によっていびきを止

める。 

 

〇快眠サポートアプリ 

 いびきに特化したアプリではないが、快眠へといざなう音楽をアプリから流

すことで、快眠につながる機能がある。いびき軽減効果は不明である。 

 

表１からわかるように、現在いびきに対応したアプリは、いびき本人をターゲ

ットにしたものである。したがって、いびきをしている自覚があり睡眠に対して
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問題意識をもっている人が主な使用者になっていると考えられる。もしくは、パ

ートナーからいびきを指摘されて使いはいじめているケースもあるだろう。 

 

現在、日本にいびき人口は 2000万人といわれる中で、いびきによって医師に

よる治療をすべき対象患者は 200 万人いると推定される。しかし実際は 100 万

人程度の患者が治療をしている（矢野経済研究所及び、日経デジタルヘルスによ

る睡眠時無呼吸推定患者数-実際治療者比にて推定）。これらの対象患者は、医療

を必要としているレベルであり著者が狙うターゲットではない。狙うターゲッ

トは、いびきをする成人男性かつ既婚かつ 20 代から 40 代の妻をターゲットと

する。成人男性のいびき割合が 24%であることと総務省人口統計データより、

ターゲット層は約 300万人と推定される。ターゲットをここに絞った理由は、2

点ある。一つは、いびきによる種々の合併症が併発する前に生活習慣の改善を促

すことで未病につなげるために若い層にアプローチすべきだという点。もう一

つは、いびきによる夫婦の幸福度が低下することを特に防ぎたい年齢層でもあ

るという点からだ。前章での先行研究が示すように、いびきによって、妻の睡眠

が妨げられるだけでなく、別室の寝室をとったりすることで夫婦仲が悪化して

しまうケースは少なくないのである。さらに睡眠妨害が原因で離婚に繋がるケ

ースもある。また、明治安田生命の行ったアンケートでは、妻の夫に対する不満

ランキングで、2位に「いびきがひどい」という興味深い結果がある。（図 4） 

 

図４） 
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 このように、夫のいびきは本人の問題だけでなく、妻の睡眠の質を妨げること

によって QOLを低下させるだけでなく、夫婦不仲の引き金にもなり、妻にとっ

ても重要な問題なのである。しかしながら、妻の夫への働きかけによって夫がい

びき解消への行動変容を促すことが出来なければ、今まで通り、妻が夫に「いび

きがうるさいからなんとかならないの！」というようなただの小言として流さ

れてしまうだろう。そして、夫自身は、いびきが与える悪影響の程度を自覚せず

生活習慣は変わらず、その結果妻の徒労に終わることになるだろう。そこで、次

の章では、夫の最初の行動変容までの負担が極めて少なく、かつ妻のやる気が持

続する仕組みを用いたビジネスモデルを提案する。 

 

 

６、 いびき解消アプリのビジネスモデルの提案 

 

夫のいびきについて妻の悩みの課題とは、下記のとおりさまざまである。 

・夫のいびきはうるさいがどのように対策してよいかわからない。 

・夫にいびきを伝えることが億劫だ、 

・夫にいびきを伝えて傷つけるのがいやだ。 

・いびきを伝えたが夫自身が本気でとりあってくれない。 

・いびきは自覚したが生活習慣を変えるのが面倒だ。 

・せっかく夫がやる気をだしても持続しない。 

 

このような課題を解決するために、まず夫にいびきをかいていることをスム

ーズに自覚してもらうことが重要である。次に、このいびきを放置した場合のリ

スクを考えられるような仕組みがあり本人に危機感を醸成する。その次に、改善

策の方法論を知り、自分たちが試す方法がわかりやすくなっている。さらに対策

にグッズが必要な場合、安く買える特典がついている。治療を受ける場合のクリ

ニック探しの指標がある。改善した内容が他にも悩んでいる人たちと共有する

ことで助け合える。そして、モチベーションが低下しないための工夫がなされて

いる。以上の機能をつけるアプリを以下、図を用いて説明する。 
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図５） 

 

図５は、当アプリの夫婦でのカップリング機能を図式化したものである。最近、

カップルの間で同じアプリをダウンロードしてテキスト、写真、動画を二人でシ

ェアするカップリング機能付きのアプリが流行している。当アプリではこの機

能を取り込み、夫婦でまずアプリを無料ダウンロードしてもらう。この作業時に

は、夫のスマートフォン上での作業を伴う。しかし、カップリングの同期用の初

期設定をして夫婦間で同期をとったあとは、基本的に夫側の作業は、就寝時に枕

元において目覚ましをセットすれば、目覚ましの時間から逆算して自動的に録

音が始まる機能となっている。もちろん就寝時に夫側が意識的に録音をスター

トすることもできる。ただ、このアプリをダウンロードして目覚ましとして使え

ば、自動的に録音できるという夫側の負担を軽減しているところに特徴がある。 

 

この、録音したいびきのデータはグラフ化され、音量が一定以上のレベルをこ

えたところのみ音声データとして再生できるようにすることでスマートフォン

上のメモリーの消費を抑えることが出来る。このデータを、妻のスマートフォン

で自動的に閲覧することができる。この機能によって、別室で睡眠している際や

夫の出張時でも夫のいびきの状態を把握することが出来るのである。また、アプ

リ運営側も、データ管理することが出来るようになっている。 
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図７） 

 

 

図７では、図６で自動録音されたいびきのデータを解析し夫のいびきのパタ

ーンをグラフによって一目で把握することが出来ることと、いびきのリスクを

示す情報をアプリ画面に表示しているイメージ図である。このことで、いびきに

無自覚だった夫は、自分自身のいびきに視覚的に気付くことができるのだ。更に、

気になる曜日、時間帯をクリックすることで、その音声を聞くこともできるよう

になっている。また、いびきがひきおこす将来の生活習慣病や他の発生リスクの

データ示すことで、放置することの危機感を植え付ける機能を有している。使い

進めていくうちに、個人データが集積され、さらに飲酒やストレスや食事内容を、

自分または妻側からでも入力することが可能になっているため、これらの生活

のどの因子が自分のいびきを引き起こしているか関連度を把握できる様になっ

ている。またデータ管理側での解析によって、各個人によりマッチしたアドバイ

スをウィークリーアドバイスとして提供することが可能になってくる。 
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図８） 

 

図８では、妻のスマートフォンに対しても夫のいびきデータが同期され把握

できるようになっていることを示している。さらに、生活習慣の改善アドバイ

スや料理へのアドバイスだけでなく、集積した夫のいびきデータのトレンドを

解析することでいびき注意報や警報を表示するアラート機能を設けている。夫

が酒の席から帰宅した日の夜などは、このアプリを使わなくてもいびきが多そ

うだとわかるかもしれないが、夫のいびきがひどい曜日に特定の傾向がみえて

きた場合には、その日がもしかしたら仕事でストレスのかかる曜日が決まって

いることに起因しているかもしれないということが、推測できるようになるの

である。このアラート機能によって妻も、事前に対策が打てるようになり、ま

た夫の仕事への理解が深まるきっかけになるかもしれない。更に、いびきのパ

ターンや音量の蓄積によっていびき対策方法やグッズを推奨する機能がついて

いる。これは、夫側に表示されるよりも、実際にいびきによって睡眠を妨害さ

れている妻側から、対策方法やグッズを理解したうえで妻から夫に推奨する手

順を踏むことで、夫のいびきに対しての行動変容をより強く促すことができる

ようする狙いがある。 
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図９） 

 

 

 図９では、弊社の収益となるビジネスモデルを示している。弊社は、３通り

の方法で収益をあげる。一つはいびき対策グッズを当アプリ上で販売すること

で、メーカーから販売手数料を得る。二つめは、いびき患者を対象としたクリニ

ックや、マウスピースを制作している歯科や、睡眠時無呼吸症候群の測定をする

測定機器メーカーや CPAP（シーパップ Continuous Positive  Airway 

Pressureの略 ）といった鼻に装着したマスクから一定の圧力を気道にかける機

器のメーカーなどから得られる広告料金である。３つ目は、一般的なアプリが利

用している一般広告からの料金である。主な収入源となる販売手数料をえられ

る仕組みとしては、図１０で示すように、当アプリユーザーの膨大ないびきデー

タを解析することで、いびき関連グッズメーカーへのコンサルティングや、利用

者とグッズとのマッチング、該当グッズの効果の有無のデータを提供すること

が出来ることにある。利用側からみれば、無料アプリに夫のいびきデータを録音

するだけで、夫に適した推奨されるグッズを割引で購入することが出来るので

ある。また、購入したグッズの実施前後の効果がわかるデータが集まることと、

図１１に示すように使用者の評価が反映されることによって、より精度のたか

いいびき対策グッズが何かわかるようになるのである。 



20 

 

図１０） 

 

 

図１１） 
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図１２） 

 

図１３） 

 

また、図 12に示すように、利用者のいびき対策が途中で脱落しないため

と、アプリの継続利用率を高めるためにも、妻のモチベーションを維持させる

機能を付加している。これは、グッズを購入することや、夫へのグッズ使用に

よる効果を記入することや、またそれを見て反応した他ユーザーからのクリッ

クやコメントに応じてポイントをアプリ使用者に付与することで、図１３に示

すような、割引価格でグッズを購入することが可能になり、さらにはモニター

になる資格を得ることでより大きなサービスを受けることが出来るようになっ

ている。 

 

以上、図５から図１３を用いて、妻にアプローチする夫のいびき解消アプリの

特性と、収益モデルを紹介した。当アプリを使用することで、夫のいびきの自覚

を促しアプリ推奨の対策をこうじることでいびきが解消され、妻の夜のやすら
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ぎを提供できると考える。また、このアプリを使用する人が増えることによって、 

膨大な実証データが集積され、よりよりいびき対策グッズの開発の役に立つこ

とができるだろう。 

 

７、 医師法の抵触について 

本アプリにおけるサービスの提供が医師法で定められた医行為として捉えら

れ医師法に抵触する可能性について考えたい。まず医師法第 17 条には、『医師

でなければ医業をなしてはならない』と記載されており、医行為とは、「医師の

医学的判断及び技術をもってするのでなければ人体に危害を及ぼし、又は危害

を及ぼすおそれのある行為」をさします。 したがって医師(歯科医師、看護師等)

以外の者が、反復継続する意思をもって「医行為」を行うことは、医師法第 17

条等で禁止されています。しかしながら、本アプリのサービスは、いびきをして

いる本人にたいしての提供ではなく、そのパートナーの睡眠の阻害による心身

のＱＯＬの低下を改善することを目的としており、そのサービスをうける主体

がパートナーであり、医業（治療）にあたらないレベル・内容のため医師法に触

れる可能性が低く、医師でない民間が提供するサービスとして成り立つと考え

られる。 

 

８、 今後の更なる展開 

 

本アプリは、楽天のように利用会員と売り手側のプラットフォームで手数料

を回収する戦略かつ、口コミや評価がつくSNS的機能を活用したアプリであり、

いかに早く他社よりも先に利用者を増やして他社の模倣を受けても先行者利益

によって追随を防ぐ体制にならなければならない。そのためにもすでに大手や

多くの競合が入り込んでいるランニングや禁煙業界よりも、現在ニッチな市場

ではあるものの、健康グッズやコスメのように販管費が他業界よりも圧倒的に

高い製品業界であり、効果が本当にあるか不安なため口コミの影響をうけやす

いという特性を有する健康関連業界で、当ビジネスモデルを展開する価値はあ

ると考える。また、いびきという音声といった特性を利用し、スマートフォンの

録音機能を活用することでのアプリのマッチングは非常に効率的である。 

 

さらに、現在の医療において、SAS の治療効果の判定に妻（配偶者や家族）

の協力をえる方法は積極的に行われていないため、本アプリサービスによって

積極的にアプローチができる可能性について考察する。 

現在の SASに治療の手順は下記の通りである。 
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① 外来 

② 簡易検査（自宅または入院） 

③ 入院検査（ポリソムノグラフィー） 

④ CPAP治療、口腔内装置または手術など 

⑤ 治療効果測定（６ヵ月に一回 保険診療が可能） 

上記のとおり、現状では、診療報酬点数をつけて効果判定を測定できるのは半年

に一回だけである。治療が始まりそれまでの期間において、いびき状態が改善し

ているかを把握するには、その間に通院した本人への自覚症状への問診程度し

かおこなわれない。したがって、医療機関と連携することで、この期間に本アプ

リの測定結果を医療機関が共有することで治療効果のより詳細かつタイムリー

な効果判定に役立つ可能性が大いにある。医療機関との連携により、アプリ導入

の促進だけでなく、医療機関でのデータ使用料の徴収、連携医療機関の宣伝掲載

による広告収入の増加、提携医療機関のデータ監修やエビデンスの創出にもつ

ながる。 

 

次に、ターゲットをいびきをかく夫の妻だけでなく、夫の勤める企業もしくは

健康保険組合にもアプローチを行うことによって収益が拡大することが可能だ

と考える。特に企業の従業員支援プログラム（ Employee Assistant 

Program=EAP）の連携によってより高い効果がえられるだろう。EAPとは、企

業や団体の従業員を対象としたカウンセリングサービスとして、1960年代にア

メリカで発展。日本でも 1980年代の終わり頃から徐々に浸透し、近年では健康

増進や法令遵守、組織的なメンタルヘルス対策の推進など、様々な目的で EAP

を導入する企業が増えている。アメリカでの EAP導入例を下記にしめす。 

・薬物乱用やアルコール乱用関連サービスの提供や医療紹介 

・離婚や養育などの個人的な問題へのサービスや紹介 

・生活支援についての情報提供 

   （老親介護やファイナンシャルプランニングなど） 

・健康づくり支援（禁煙や減量など） 

・キャリアカウンセリングなどの職業的支援 

 

また、近年では『健康経営』の概念が普及しつつある。『健康経営』とは、「企

業が従業員の健康に配慮することによって、経営面においても 大きな成果が期

待できる」との基盤に立って、健康管理を経営的視点から考え、 戦略的に実践

することである。従業員の健康管理・健康づくりの推進は、単に医療費という経

費の節減のみならず、生産性の向上、従業員の創造性の向上、企業イメージの向

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%96%AC%E7%89%A9%E4%B9%B1%E7%94%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%AB%E4%B9%B1%E7%94%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8B%E8%AD%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%81%A5%E5%BA%B7%E3%81%A5%E3%81%8F%E3%82%8A
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上等の効果が得られ、かつ、企業におけるリスクマネジメントとしても重要であ

る。したがって、従業員の健康管理者は経営者であり、その指導力の元、健康管

理を組織戦略に則って展開することがこれからの企業経営にとってますます重

要になっていくだろう。本アプリサービスは、いびきへの取り組みにたいして効

果がグラフによって視覚でわかりやすいことがメリットではあるが、いびき改

善によって業務の生産効率がどれくらい改善・上昇したかという点においては

直接はわからないため企業が取り入れるインセンティブがはたらきにくいと考

えられる。しかし、社員の睡眠の質や睡眠時間の把握に関連させることで、社員

の鬱症状のサインの早期発見につながる可能性がでてくる。また、いびき改善だ

けではなく、適性体重、ウォーキング、禁煙といったすでに企業がとりくんでい

る事例が多い内容をセットにしてサービス提供をすることで企業に採用される

確率は上がると考えられる。このように EAP の取り組みや、『健康経営』の推

進によって、企業が従業員の健康に対して対策を打つニーズは増加している。本

いびきアプリサービスを企業に提供し、その管理を企業と連携して行うことで、

従業員の健康に寄与し生産性の向上へと繋がるだろう。 

以上述べたように、本アプリは、妻をターゲットにした夫のいびき解消アプリ

ではあるが、医療機関や企業に対してもアプローチが可能であり、その販路およ

び収益を拡大できる可能性を秘めている。 

 

また、今後スマートフォンならではの機能を活用し、妻の夫への困りごとを解

決するという共通点を考慮すると、スマートフォンの歩数計機能を妻のスマー

トフォンで同期し夫妻で歩数ポイントをためていくなどして夫の運動不足を解

消する肥満解消への応用展開も可能だろう。今後、技術革新によって超小型匂い

センサーが開発されスマートフォンに内蔵もしくはアタッチメントとして安価

に付与できるようになれば、夫の匂いに困っている妻に対しても同様のアプロ

ーチができるかもしれない。（図１４） 
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図１４） 

 

 

９、 まとめ 

 

生活習慣に起因しておこる症状や病気は、ゆっくりと長年の日々の生活の蓄

積によってひきおこされることが多い。そして、病気になってからではもう健康

な状態には容易には戻れない状態のときが少なくない。そうならないためにも、

適切な食事と運動と適度なストレス下で生活する必要がある。自分ひとりでは、

この生活習慣をかえることはなかなか難しいが、パートナーの関与がより早期

からあることで生活習慣をかえることが容易になると考えられる。そして健康

体であることは、夫婦円満の大きな要因にもなるだろう。 
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